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 第 2部 講演・Q&A セッション 各班プログラム 
 

全身性エリテマトーデス：小児から成人まで 

司会 渥美 達也 先生（北海道大学病院内科 II） 

1) 講演 

演者：武井 修治  先生（鹿児島大学病院小児診療センター） 

「小児 SLEの特性を見据えた治療と移行支援、Dreams come-true寛解をめざして」 

座長：渥美 達也 先生（北海道大学病院内科 II） 

2) パネルディスカッション(Q&Aコーナー) 

 

混合性結合織病：MCTD を一緒に考えてみませんか？ 

司会 田中 良哉 先生（産業医科大学 第 1内科学講座） 

１）はじめに   田中 良哉 先生 

２）混合性結合組織病とは 〜指定難病に認定されるには〜 （30分） 

亀田 秀人 先生（東邦大学医療センター 大橋病院 膠原病リウマチ内科） 

３）混合性結合組織病に伴う肺高血圧症について 〜治療が進歩してきました〜（30分） 

桑名 正隆 先生（日本医科大学 リウマチ・膠原病内科） 

４）総合討論（25分） 司会 田中 良哉 先生 

５）おわりに    田中 良哉 先生 
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シェーグレン症候群 

司会 住田 孝之 先生（筑波大学 膠原病・リウマチ・アレルギー内科）  

1) 指定難病とは（5分）   

住田 孝之 先生 

2) 指定難病 SSに認定されるには 

 2-1)  確定診断が必要(15分）  

坪井 洋人 先生（筑波大学 膠原病・リウマチ・アレルギー内科） 

2-2)  重症度分類で重症であることが必要(15分） 

東 直人 先生（兵庫医科大学 リウマチ・膠原病科） 

2-3) SSの口腔症状と対策は（15分）  

斎藤 一郎 先生（鶴見大学歯学部 口腔病理学） 

2-4) SSの眼症状と対策は（15分） 

高村 悦子 先生（東京女子医科大学 眼科） 

2-5) SSの全身症状と対策は（15分） 

川上 純 先生（長崎大学 第一内科） 

2-6) 小児 SSとは (15分） 

冨板 美奈子 先生（下志津病院 小児科）  

3)討論（25分）  

座長：住田 孝之 先生、討論者：上記全員 
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多発性筋炎・皮膚筋炎 

 
司会 川口 鎮司 先生 （東京女子医科大学 膠原病リウマチ内科）  
１）講演 （５０分） 
演者： 川口 鎮司 先生 
「免疫抑制薬での治療方法」 

 
演者： 笹井 蘭 先生（京都大学 免疫・膠原病内科）  
「筋炎にみられる自己抗体」 
 
休憩 １０分 

 
２）ラウンドテーブル形式での患者相談会、質問会 ６０分 
神田 隆 先生 （山口大学 神経内科学）  
川口 鎮司 先生 
笹井 蘭 先生  
木村 直樹 先生（東京医科歯科大学 膠原病・リウマチ内科）  

 

若年性特発性関節炎/成人発症スチル病： JIA /AOSD最新の話題 

【研究班長挨拶】森 雅亮 先生（東京医科歯科大学生涯免疫難病学） 

【医療講演会】質疑応答なし各 20分 

１) 若年性特発性関節炎(JIA)の現在とこれから～成人後も含めて 

     岡本 奈美 先生（大阪医科大学小児科） 

２) 注意すべき病態：マクロファージ活性化症候群 

     清水 正樹 先生（金沢大学小児科） 

３) 成人発症スチル病の理解と診療ガイドライン 

     三村 俊英 先生（埼玉医科大学リウマチ膠原病科） 

４) リウマチ性疾患の移行期医療の展望 

川畑 仁人 先生（聖マリアンナ医科大学リウマチ膠原病アレルギー内科） 
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休憩 5分 

 

【パネルディスカッション】30分 座長：森 雅亮 先生 討論者：演者全員 


